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委員会審査委員会審査
総 務 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

質疑　高崎サウンド創造スタジオの近年の利用実績は。
答弁　レコーディングの利用実績は、令和元年度が41件、
２年度が38件、３年度が45件であった。市民ラウンジの
利用人数は、令和元年度が4,487人、２年度が4,122人、
３年度が3,735人であった。
質疑　ウクライナ選手団受け入れ事業の概要は。
答弁　令和４年10月にウクライナ新体操選手団を受け入
れたところ、ウクライナ体操協会から再訪したいとの話
があり、令和５年１月中旬から約40日間、30人程度受け
入れることを想定している。

質疑　上
こうずけのくに

野国多
た

胡
ご

郡
ぐん

正
しょうそうあと

倉跡保存整備事業用地について、
今回の土地取得により公有化される用地の割合は。
答弁　令和４年度末時点で、全体のおよそ２割の土地を
公有化する予定である。
質疑　障害者農業就労施設整備事業の特定財源として、
森林環境基金繰入金を充てる理由は。
答弁　本事業で整備するメロン水耕栽培に導入する薪ボ
イラーは、燃料となる薪の活用により、地域森林資源の
有効活用や森林整備の推進等にもつながることから、基
金の活用が可能であるため、財源に充てるものである。

２月 　　　　　定　例　会
22日（水） 午後１時 開会、会期の決定、施政方針など
24日（金） 午後１時 議案の提案説明
27日（月） 午後１時 総括質疑
28日（火） 午後１時 一般質問

３月
 １日（水）

午後１時 一般質問 ２日（木）
 ３日（金）
 ８日（水） 午前10時 総務常任委員会
 ９日（木） 午前10時 教育福祉常任委員会
10日（金） 午前10時 市民経済常任委員会
14日（火） 午前10時 建設水道常任委員会
17日（金） 午後１時 委員長報告、議案等の議決、閉会

市 議 会 の 予 定

質
問　
保
育
所
の
送
迎
バ
ス
園

児
置
き
去
り
事
故
を
受
け
て
行

っ
た
、
市
内
保
育
所
等
の
調
査

結
果
の
概
要
は
。
ま
た
、
結
果

を
受
け
た
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
他
市
で
発
生
し
た
事
故

を
受
け
て
国
が
実
施
し
た
調
査

の
結
果
、
市
内
の
認
可
保
育
施

設
と
幼
稚
園
の
う
ち
25
施
設
が

送
迎
バ
ス
を
所
有
し
て
お
り
、

送
迎
の
前
後
に
園
児
数
を
確
認

す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い

た
。
国
は
バ
ス
の
安
全
装
置
設

置
等
へ
の
支
援
に
関
す
る
予
算

措
置
を
行
っ
て
お
り
、
本
市
と

し
て
は
、
引
き
続
き
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
の
下
水
汚
泥
の
処

分
方
法
は
。
ま
た
、
下
水
汚
泥

の
さ
ら
な
る
利
活
用
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
は
、
下
水
汚
泥
の

処
分
を
業
者
に
委
託
し
、
全
体

の
３
分
の
２
を
セ
メ
ン
ト
の
原

料
、
３
分
の
１
を
堆
肥
の
原
料

と
し
て
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

る
。
な
お
、
１
日
当
た
り
の
処

分
費
用
は
約
70
万
円
で
あ
る
。

　
ま
た
下
水
汚
泥
を
肥
料
化
す

る
方
法
も
あ
る
が
、
本
市
で
は

そ
の
方
法
に
限
ら
ず
、

最
適
な
活
用
方
法
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
の
産
後
パ
パ
育
休

の
取
得
者
は
、
令
和
２
年
度
は

ゼ
ロ
、
３
年
度
は
７
人
、
本
年

度
が
３
人
と
な
っ
て
い
る
。
男

性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
職
場
全
体

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
年
度
か
ら
は
、
条

例
で
職
場
の
相
談
体
制
の
整
備

等
を
規
定
し
て
お
り
、
今
後
も

育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

答
弁　
高
崎
財
団
は
市
内
の
施

設
の
指
定
管
理
を
幅
広
く
行
っ

て
お
り
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と

管
理
・
運
営
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し

て
地
域
活
動
と
の
連
携
や
支
援

を
考
え
る
と
い
う
姿

勢
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問　
広
報
高
崎
は
市
民
に
ど

の
く
ら
い
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
情
報
発
信
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
本
市
の
情
報
を
広
報
高

崎
か
ら
得
て
い
る
と
の
回
答
が

87
・
２
％
と
最
も
多
く
、
20
代

か
ら
40
代
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
得
て
い
る
と
の

回
答
も
多
か
っ
た
。
本
市
と
し

て
も
デ
ジ
タ
ル
手
段
に
よ
る
情

報
発
信
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
他
自
治
体
に

よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
最
適
な
活

用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

質
問　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、
乳
幼
児
健
診
時
の

が
ん
検
診
や
大
型
商
業
施
設
で

の
検
診
、
受
診
勧
奨
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
、
本
市
と
し
て
取

り
組
む
考
え
は
。

答
弁　
乳
幼
児
健
診
時
の
が
ん

検
診
は
、
時
間
的
制
約
が
大
き

く
な
る
こ
と
や
検
査
体
制
の
面

か
ら
課
題
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
受
診
率
向
上

に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
先
進

事
例
を
参
考
に
、
受

託
機
関
と
も
連
携
し

な
が
ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
の
現
状

は
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
の
同
時
流
行
へ
の
備
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
10
月
か
ら

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種
を
開
始
し
た
ほ
か
、

駅
前
に
臨
時
接
種
会
場
を
開
設

す
る
な
ど
、
市
民
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
の
同
時
流
行
に
備
え
、
小
児

科
の
休
日
当
番
医
を
増
設
す
る

質
問　
児
童
養
護
施
設
な
ど
で

生
活
す
る
青
少
年
の
自
立
を
促

す
た
め
、
普
通
自
動
車
免
許
の

取
得
費
用
の
支
援
を
行
う
自
治

体
も
あ
る
が
、
本
市
で
そ
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　
国
や
県
か
ら
の
支
援
に

上
乗
せ
す
る
形
で
支
援
を
行
う

自
治
体
も
あ
る
が
、
自
治
体
間

で
差
が
あ
り
、
国
や
県
の
統
一

的
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。
本
市

で
は
、
今
後
児
童
相
談
所
を
設

置
し
、
措
置
権
限
も
移
譲
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
施
設
等
で
暮
ら

す
児
童
が
自
立
で
き
る
よ
う
、

進
学
や
就
労
、
退
所
後
の
生
活

へ
の
一
貫
し
た
支
援
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の

指
定
管
理
を
多
く
行
う
高
崎
財

団
に
よ
っ
て
、
地
域
活
動
の
支

援
を
行
う
考
え
は
。

な
ど
、
安
心
・
安
全
な
医
療
体

制
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
産
後
パ

パ
育
休
の
取
得
状
況
は
。
ま
た
、

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
を

男性職員の育児休業取得を推進

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）等
を
活
用
し
た
本
市
の
情
報
発
信

　
市
民
の
健
康
と
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１８
歳
成
人
と
改
正
児
童
福
祉
法
に
関
す
る
支
援
現
場
の
声

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
地
域
活
動
の
現
状
と
支
援

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

園
児
送
迎
バ
ス
の
現
状

　

下
水
汚
泥
の
利
活
用

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

今
冬
の
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応

　

子
育
て
支
援
（
産
後
パ
パ
育
休
）

質疑　マイナンバーカード申請支援業務委託料の概要は。
答弁　マイナンバーカードの取得を希望する人が申請す
る機会を確保することができるよう、市民にとって身近
な郵便局へ申請支援業務を委託するものである。

質疑　農地耕作条件改善事業補助金の内容は。
答弁　吉井町多比良地区において、今後キウイフルーツ
の生産に取り組む企業があり、現在進めている荒廃農地
の整備が完了した後に行う農地の設計や測量に対し、国
庫補助金等も活用し、補助を行うものである。

質疑　用排水路整備事業の工事内容は。
答弁　ゲリラ豪雨などの際の問屋町地区の道路冠水対策
や、浜尻川と井野川の負担軽減のため、児童相談所の建
設予定地の地下に雨水貯留槽を設置するものである。
質疑　高崎市民スポーツパーク（仮称）整備事業につい
て、今後の整備計画は。
答弁　令和４年度は、阿久津水処理センター付近におい
て進入路整備工事を発注し、整備を進めている。今回の
補正予算で、河川の上流部分における造成や沿路整備な
どを年度内に発注し、早期の完成を目指す。

従来の育児休業制度とは別に、男性が子どもの出生から８週間以内に、合計４週間の育児休業を２回まで分割
して取得できる制度。

●産後パパ育休
下水処理場の処理過程などで生じる有機物の最終生成物が凝集してできた泥状の固体。近年では燃料や肥料、建築資
材の原料としても活用されている。

●下水汚泥

各常任委員会において、付託された議案などを
審査しました。質疑・答弁の一部を掲載します。

市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、
どなたでもご覧いただくことができます。
今回の本会議については２月中旬に公開予定です。

　　　◦市民情報センター（市役所１階）
　　　◦高崎市立図書館（中央館及び地域館）
　　　◦倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で


